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取扱説日月書 I Switch-S16 

品番 PN 22160 

•お買い上げいただき、まこと[こありがとうございます。 

•説明書をよくお読みのうえ、正しくま全にお使いください。 

•ご使巧前に 「ま全上のごを意 J (2 〜 3 ページ） を必ずお読みください。 

•保証書は「お買い上げ曰■販売店名」などの記入を確かめ、 

取扱説明書ととも[こ大切[こ保管してください。 
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安全上のご注意 


人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を説明しています。_ 

A を意 「損害を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。 


■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 


0 


してはいけない内容です。 


〇 


実行しなければならない内容です。 


A を意 

0 

禁止 

参交流10 0 Vな外では使用しない 

火災-感電-故障の原因となることがあります。 

参雷が発生したときは、この装置や接続ケーブルに触れない 

感電の原因となることがあります。 

参この装置を分解-改造しない 
火災-感電-故障の原因となることがあります。 

•電源コードを傷つけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、わじったり 
たばねたり、はさみ込んだ y、 重いものをのせた y、 加熱した y しない 

電源コードが破損し、火災-感電の原因となることがあります。 

•めれた手で電源プラグを巧き差ししない 

感電-故障の原因となることがあります。 

参開口部から内部に金属や燃えやすいものなどの異物を差し込んだり 
落とし込んだりしない 

火災-感電-故障の原因となることがあります。 

参水のある場所の近く、湿気やほこりの多い場所に設置しない 
火災-感電-故障の原因となることがあります。 

参直射日光の当たるところや温度の高いところに設置しない 

内部の温度が上がり、火災の原因となることがあります。 

•振動-衝擊のをい場所や不安定な場所に設置しない 

落下して、けが-故障の原因となることがあります。 

•ツイストペアポートじ 10/100/1000BASE-TJ^ 外の機器ホ巧編しない 
火災-感電-故障の原因となることがあります。 

参コンソールポートに別売のコンソールケーブル PN 72002 DSub9 ピン- DSub9 ピン 
コンソールケーブルなかを接続しない 

火災-感電-故障の原因となることがあります。 

•この装置を义に入れない 

爆発-火炎の原因となることがあります。 
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A 注意 


o 

お巧る. 


•化ずアースなを巧 R ずる 

感電-誤動巧-巧障の原因となることがありまず。 

♦面厉コードを«巧ポートにゆるみなどがないように巧まに接なする 

感電や誤動巧の原因となることがありまず。 

•このち置を里面に巧 y がける場をは、本みおよび巧なケーブルの S みによ y 
巧下しないよう宿まに® y がけ-お■する 

けが■巧障の原因となることがありまず。 

•巧を時はコンセント去をく 

電源を供給したまま長時間放置ずると化がの原因となることがありまず。 

•ツイストべアポート、コンソ ー J レポートで手などを切らないよラを意の上巧 y 巧う 


使巧上のご注意 


♦内部の点検-修理は版売店じご依賴ください。 

♦商用電源は必ず本装置の近くで、取り扱いやずい場巧からお取りください。 

♦この装置の電源を切るときは電源コードを外しでください。 

♦この装置を清掃ずる際は、その前に電源コードを外しでくださし、。 

♦化様限界をこえると誤動巧の原因となりまずので、ごま意ください。 

♦ RJ 斗己コキクタの金属端子やコキクタに措梳されたツイストペアケーブルのモジュラブ 
ラグの金属端子に触れたり、帯電したものを近づけたりしないでください。 

静電黃じよ y 巧障の原因となることがありまず。 

♦コキクタに措梳されたツイストペアケーブルのモジュラブラグを力一ぺットなどの帯電ず 
るものの上や近なじ放置しないでください。 

静電黃じよりが障の原因となることがありまず。 

♦落下など強い衝擊を与えないでください。巧障の原因となることがありまず。 

♦コンソー ルポートじ コンソー ルケーブルを措梳ずる際は、事前じこの装置お外の金属製 
什器等を触って静電云を除去しでください。 

♦お下場巧での保管■使用はしないでください。 

(化様の環境条件下にで保管-使用をしでください） 

-水などの液体がかかる恐れのある場所、湿気がをい場所 
-ほこりのをい場が、静電気障害の恐れのある場所(カーペットの上など） 

-直射曰光が当たる場が 

-結露ずるような場が、化様の環境条件を蕭たさない高温-ほ温の場が 
-振動■衝擊が強い場が 
♦周固の温度が日〜日日での場巧でお使いください。 

また、この装置の通風口をんさがないでください。 

通風口をんさぐと内部に熱がこもし J 誤動巧の原因となることがありまず。 


1. お客様の本取扱記巧書に従わない操巧に起因ずる損害および本装置の巧障- 
誤動巧などの要因じよって通信の磯会を逸したためじ生じた損害じついでは、 
弊社はその責巧を負いかわまずのでご了承ください。 

乙.本書に記載した内容は、予告なしじ変更ずることがありまず。 

3. 万一ご不審な点がございましたら、版売店までご連稱ください。 


この装置は，クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使巧す 
ると電玻巧害を引き起こすことがあります。この場合には使巧者が適切な 
財策を講ずるよう要求されることがあります。 VCCI-A 
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D 製品概要 

Switch - S 16 は、16個の 10/100 BASE - TX 和-卜を持つスイッチングハブです。 

1.1 特徴 

参 10/100 BASE - TX のナートネゴ シエーシ ヨンに対応し、さらに端末からの設定で速度 
および通信モードの切り替えが巧能です。 

参すベてのポートがストレート/クロスケーブル自動判別機能を搭載しています。 

ただし、通信条件の設定をした場合は、同機能は動作しません。 

• VLAN 機能じより、最大15個（デフオルトを含めると16個）の自由なポートの 
グルーピングが巧能です。 

参 QoS ( IE 比 802. Ip 準拠）2段階の Queue をサポートしております。 

参ファンレスですので、執務環境に設置しても騒音の問題は発生しません。 

1 . 2仕様 

インタフエース：ツイストぺアポート 1 〜 16 RJ 45 コネクタ （ CAT 5 100 m ) 

I EEE 802. 31 0 BASE - T / IEEE 802. 3 u 10服 ASE - TX 準拠 
コンソールポート 19 ピン D-Sub コネクタ 
RS -232- C ( ITU-TS V .24) 準拠 
スイッチ方式：ストア&フオワード方式 
フオワ ー ディ ングレート 
10 BASE-T 最大14, 880 pps / ポート 

100 BASE-TX 最大148, 800 pps / ポート 

MAC アドレステーブル 4 K エントリー 
バッ ファ 256 K バイト 

通信を件設を：各ポートごとに lOM / IOOMfFull / Half と設定可能 
フロー制御 ：各ポートごとにフロー制御の ON / OFF が巧能 

QoS : IEEE 802. Ip 準拠2種類の Queue をサポート 

VLAN :ポートベース VLAN 最大15個（デフオルトを含めると16個） 

管理方式 ：別売のコンソールケーブルと通信端末を用い、各種設定を実施 

電源 ： AC 100 V 、50/60 HZ 、0. 75 A 

消費電力 ：定常時最大 11 W 、 最小 6.3 W 

動作環境 ：温度〇〜50で 湿度20〜 90% RH (結露なきこと） 

保管環境 ：温度 -20 〜70で 湿度5〜 95% RH (結露なきこと） 

外形寸法 ： 440 mm (幅） x 256 mm (奥行き） x 44 mm 扁さ）（突起部は除く） 

質量{重量} : 2,90 Og 

適合規格 ：一般財団法人 VCCI 協会クラス A 情報}支術装置 

VCCI Council クラス A 


1.3 付属品 

必ずお確かめください。内容物に不足があった場合は販売店 I こご連絡ください。 
参取扱説明書(本マニュアル） ■ ■ 1冊 


•おり付け金具 . 2個 

•ねじ（大） . 4本 

参ねじ（ル） . 8本 

参ゴム足 . 4個 

•電源コード . 1本 


【別売ナプシヨン】 

• PN 72002 DSub 9 ピン - DSub 9 ピンコンソールケーブル 
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1.4 基本動作 

この装置じは電源スイッチはありません。 

付属の電源コードを本体に装着し、電源コードのプラグをコンセントに差し込む 
だけでご使用いただけます。この装置は、 100 V 巧 0/60 HZ ) の AC 電源で動作します。 
通電後、全ての LED が磋[こ1回一斉点灯し、その間ハードウェアの自己診断を実行 
します。完了すると、最後には電源 LED のみ緑に点灯の後、スイッチングハブ 
と U 了動作 I ます 

この装置は動作中、各ツイストペアポートに接続されている端末と通信でき次第、 
そのポート[こ関連づけられたリンク/送受信/速度 LED ( UNK / ACT .) が点灯しますが、 
端末装置の電源が投入されていないなど、端末が正常に動作していない場合は、 
LED は消灯します。 


□ 各部の名称と機能 


背面 



ツイストヘアがート 


電源が-卜 



•電源ポート 

付属の電源コードを接続し、電源コンセントに接続します。 

•ツイストぺアポート （10/100 BASE - TX ) 

10/1 OOBASE - TX 端末、ハブ、リピータ、スイッチングハブなどを接続します。 
接続ケーブル長 ( CAT 5 レ:1上）カリ 00 m が内に収まるように設置してください。 

•コンソールポート 

VT 100 互換端末などと接続し、本機の設定をします。 


-通信方式 ： RS -232 -C 

■エミュレーシヨンモード： VT 100 
• 通信速度 ： 9, 600 bps 

■ストップビット ：1ビット 

-パリティ制御 ：なし 

■フロー制御 ：なし 
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•電源 LED ( PWR ) 

緑点灯 

電源 ON 

消灯 

電源 OFF 

参1〜16ポートリンク/送受信/ま度 LED ( LINK / ACT .) 

緑点灯 

100 Mbps で端末との接続が正常 

緑点滅 

100 Mbps でパケット送受信中 

稽点灯 

1 0 Mbps で端末との接続が正常 

磋点滅 

10 Mbps でパケット送受信中 

消灯 

端末未接続 

参1〜16ポート全二重/コリジヨン LED ( FULL/GOL ) 

緑点灯 

全二重で動作 

稽点灯 

半二重で動作 

稽点滅 

パケット衝突発生時(半二重のみ) 

消灯 

端末未接続 


各ポートのピン配置 
•ツイストペアポート 


参コンソールポート （ PC との接続(こは別売のコンソールケーブルをご使用〈ださし、) 



H 設置-設定 

3.1 ラックへの設置 

付属品の取りイ寸け金具とねじ（小）を取りだし、 

本機の横じある4つの穴にわじで本機と取りか 
け金具を接続してください。 

その後、付属品のわじ（大）もしくはラック 
に巧意されているねじで、しっかりと本機を 
ラックに設置してください。 

3.2 壁への設置 

付属品の取り付け金具とわじ（小）を取りだし、 
本機の横じある4つの穴にわじで本機と取りイ寸 
け金具を接続してください。 

その後、木わじなどでしっかりと本機を壁に取 
りかけてください。 








口 設定 

4.1 本機への接続 

り）別売ナプシヨンの DSub 9 ピン - DSub 9 ピンコンソールケーブル （ PN 7200 2) で、本機と 
PC を接続し、夕ーミナルエミュレータ（ハイパーターミナルなど）を起動します。 

(2) Enter キーを3回入力すると、 Login 画面が表示されますので、 Login 名と 
Password を入力してくださし、（デフオルトは両方とも 「manager j です）。個面 1) 

(3) メインメニューが表示されます。（画面 2) 


■ I 口 1x1 


File Edit Setup Control Window JHelp 


Sw け ch-S け Management System Version 1.02 (3091) 
Compilation Date： Aug 27 2008 16:32:11 



(画面 1) 


File £dit Setup Control Window JHelp 


-I 口 Ix | 


如けか- SI6 Management System Version 1.02 け日 91) 
Compilation Date： Aug 27 2008 16:32:11 


Main Menu 

に] eneral Informalion 

[P]ort Conf ifural ion 

[V]L 加！ Configuration 

[U]ser Inter 十 ace Configuration 

Qo[S] Configuration 

[Rleset to Default 

に】。： L 


(画面 2) 


4.2 ファームウェアバージョン/ェージング時間の変更 

(1) Main Menu (画面 2) で、 [ G]eneral Informat ion を選択すると、ファー厶ウェア 
バージョン情報などを表示する画面に移動します。（画面 3) 

(2) 前画面に戻る場合は [ Q]uit to previous menu を選択します。 

(3) ェージング時間を変更する場合は 、 System [ A]ge Time Configuration を 
選択し、 0 秒、から65535秒、の間から設定する秒、数を入力します。 



File Edit Setup Control Window JHelp 


Switch-SIG Management System 
Main Menu - > General Information 

Product Name; Switchi-S16 

Product Description：16 Ports 10/100Mbps Smart Switch 
Software Version： 1.00 

C«r.«» I e Dwd n«%4«l 0000 kr« 

System Age Time： 如 0 Sec 


■Jnlxl 


-個画 > 

System [占] ge Time Configuration 
[口] uit to previous menu 



mmj 




File EdH を tup Control Window Help 


Switch-S け Management System 

Main Menu -> Pori Configuration Menu 


Port Type Link Status Mode Flow Ctrl 

01 10/100TX Up Enabled Auto Enabled 

02 10/100TH 0»wn Cr%htled Cr%«.b I«d 

の lO/lOOTX Down Enabled Auto Enabled 

04 10/100TX Down Enabled Auto Enabled 

日日 lO/lOOTX Down Enabled Auto Enabled 

m lO/lOOTX Down Enabled 冉山:〇 Enabled 

07 10/100TX Down Enabled 由山 o Enabled 

08 10/100TX Down Enabled 由 uto Enabled 

の 10/10PTX Down Enabled Auto Enabled 

10 10/10PTX Down Enabled 冉 山: 口 Enabled 

11 10/100TX Down Ena 白 led 冉山〇 Enabled 

12 10.'100TK 0»wn Crshbled Cr%«.b I -e-d 


- 側 MM 冉 ND> - 

[Nlext Page Set [S]tatus Set [F]Iow cont roI 

[P]revious Page Set [M]ode [口]山 t to previous menu 



(画面 4) 


■iPlxl 





4.3 各ポートの設定 

Main Manu (画面 2) で、 [ P]ort Configuration を選択すると、ポート情報を表示する 
画面に移動します（画面4^。 [ N]ext Page 、[ P]revious Page で必要なポート表示へ、 
[ Q]uit to previous menu で Main Menu へ移動できます。 

* ポートを指定する巧合、2巧 ( ex . 02) などを入力した巧合は、 Enter キーの入力は不要です。 

































4. 3.1 ポートのち効/無効！ 

(1) Port Configuration Menu (画面 4) で、 Set に] tatus を選択すると、 

"Select port number to be changed〉" プロンプトが現れますので、 

対象となるポートを入力します (ex. 01)。 

(2) "Enable or Disable port 01(E/D)〉" プロンプトが現れます。 

ポートを有効 I こする場合は 「E」 を、無効じする場合は 「D」 を入力 
します。 

4.3.2 フローコントロールの有劾/無効 

(1) Port Configuration Menu (画面 4) で、 Set [F] I ow control を選択すると、 

"Select port number to be changed〉" プロンプトが現れますので、 

対象となるポートを入力します (ex. 15)。 

(2) "Enable or Disable port 15(E/D)〉" プロンプトが現れます。 

ポートを有効にする場合は 「E」 を、無効【こする場合は 「D」 を入力します。 

4.3.3 ポートの通信を件の設定 

(1) Port Configuration Menu (画面 4) で、 Set [M] ode を選択すると、 

"Select port number to be changed〉" プロンプトが現れ、対象となる 
ポートを入力します (ex. 09)。 

(2) " Enter new mode for port 09 (a/h/H/f/F)〉" プロンプトが現れます。 

才ートネゴシエーシヨンの場合は 「a」 、 10M 相けの場合川」、100 M Half の 
場合は 「H」 、 10M Full の場合は 「f」 、100 M Full の場合は 「F」 をそれぞれ 
入力します。 

'一を意） 

本機能をご使用し、ポートの通信を件を設定された場合は、 AutoMDI/MDI-X 
機能は動作しません。 

スイッチングハブなどに接続する巧合は、クロスケーブルをご使用ください。 
4.4 VLAN の設定 

Main Menu (画面 2) で、 [V]LAN Configuration を選択すると、 VLAN の設定を表示 
する画面に移動します(画面 5) 。 

[N]ext Page、[PJrevious Page、[S]eleGt VLAN number で必要な VLAN 表示へ、 

[Q]uit to previous menu で Main Menu へ移動できます。 

4.4.1 VLAN の作成/削除 

(1) VLAN Configuration Menu (画面 5) で、 [C]onfig VLAN member を選択すると 
"Select VLAN number〉" プロンプトが現れますので、対象となる VLAN を 

入力します （ex. 01)。 

(2) "Select port number to be change〉" プロンプトが現れます。 

(1) で指定した VLAN に追加/削除させるポートを入力します (ex. 01)。 

(3) "Add or Remove port 01(A/R)〉" プロンプトが現れますので、 

追加の場合は 「A」 を、削除の場合は 「R」 を入力します。 

* ポートを指定する場合、2析 (ex.02) などを入力した場合は、 Enter キーの 入力は 
不要です。 
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4.4.2 インターネットマンションモードに設定する 

この設定により、インターネットマンションで使用するスイッチとして最適な 
環境に設定できます。16番ポート目をアップリンクポートとし、1〜15番ポート 
はそれぞれ16番ポートとのみ通信巧能になり、1〜15番ポートはお互いに通信 
することができなくなります。 

従って、各戸間のセキュリティを確保することができます。 

VLAN Configuration Menu (画面 5) で、 Enable/Disable [I Internet 
Mansion Mode を選択すると 、 "Enable or Disable 〉" プロンプトが現れます。 
インターネットマンションモードを有効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 
の」を入力します。 

第5章に、 4. 4. 2で設定した本装置を使って構築できるシステム例を示します。 



(画面 5) 


( 一を意） 

本設定を実行した時は、 VLAN 設定情報を一度クリアしますので、 4.4.1 
で個別に VLAN 設定したものは引き継がれません。 


4.4.3 VLAN 設定を全てデフホルト VLAN に戻す 

(DYLAN Configuration Menu (画面 5) で、 [ R]ecover Default VLAN Setting 
を選択すると、今まで設定した VLAN を全て消去し、全てのポートを 
デフナルト VLAN に属す設定にします。 

(2) "Are you sure to recover default VLAN ( Y / N )〉" プロンプトが現れます。 
設定をデフナルト VLAN に戻す場合は 「 Y 」 、キャンセルする場合は 「 N 」 を 
入力します。 
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4. 5 ユーザー名とパスワードを変更する 

Main Menu (画面 2) で、 [U]ser Interface Configration を選択すると、 
ユーザー名とパスワードを変更する画面に移動します。（画面 6) 


4. 5. 1ユーザー名の変更 

User Interface Configuration Menu (画面 6) で、 Change Administrator 
User [N]ame を選択すると、 "Enter current Password〉" プロンプトが 
現れますので、現在のパスワード（デフオルトは rmanagerj) を入力してくださし、。 
これにより' 'Enter new user name 〉"プロンプトが現れますので、新しい 
ユーザー名パスワード(任意の文字列）を入力して〈ださい。 

これによりユーザー名が変更できます。 

4.5.2 パスワードの変更 

User Interface Configuration Menu (画面 6) で、 Change Administrator 
[P]assword を選択すると、 "Enter old Password〉" プロンプトが現れますので、 
現在のパスワード（デフナルトは rmanagerj) を入力してください。 

これにより "Enter new password 〉"プロンプトが現れますので、新しい 
パスワード(任意の文字列）を入力してください。 

Enter キーを押すと "Retype new password 〉"プロンプトが現れますので、 

再度新しいパスワードを入力してください。 

これによりパスワードが変更できます。 


-Inl x| 



(画面 6) 
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4.6 QoS を設定する 

Main Menu (画面 2) で、 Qo [ S ] Configuration を選択すると、0 oS の設定を表示 
する画面に移動します。（画面 7) 


二に!之! 



(画面 7) 


本装置は、下記2通りの手まで QoS を提供 
I ます 

(1) タグかきパケットの場合、 

IEEE 802.1 p プライオリティ （802.1 p frame TCI Threshold ) 

(2) タグ無しパケットの場合、 

ポート単位 (Port Priority ) 

又、両方とも2段階の Queue を提供します。 

に注化） 

QoS を有劾にすると フローコントロール 
が全ポート無効となります。 


4. 6.1 QoS のち効/無効 

QoS Configuration Menu (画面 7) で、 [ C]onfig QoS を選択すると、 

"Enable or Disable ( E / D )〉" プロンプトが現れます。 

QoS を有効にする場合は 「 E 」 を、無巧にする場合はの」を入力します。 

「 E 」 を入力した場合 、 "Flow control of all ports will be disabled . 

Do you want to continue ? ( Y / N ) "(全てのポートのフローコントロールが 
無効(こなりますが続行しますか?）とのメッセージが現れます。 

続巧する場合は「丫」を入力してください。これで QoS が有効となります。 
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(画面 7) 


4.6.2 802. Ip を使った QoS の設定 

QoS Configuration Menu (画面 7) で、 802. Ip [ T ] hreshold を選択すると、 

"Enter Threshold (0-7)>" プロンプトが現れます。 

ここでは、 Hi かと Low の境界の値を入力します。 

例えば、「5」と入力した場合は、 Hi 呂 hQueue に VLAN タグ内ユーザプライオリティ値 
5〜7のパケットが入り、 LowQueue に VLAN タグ内ユーザプライオリティ値〇〜4の 
パケットが入ります。 

4.6.3 ポート単位での Qos の設定 

QoS Configuration Menu (画面 7) で、 [ P]ort Priority を選択すると、 

"Select port number 〉" プロンプトが現れます。 

ここでは、ポートの指定と、 Queue の指定をします。 

例えば、ポート2から入力された、タグ無しパケットを HighQueue に入れる場合、 
Select port number 〉 2 、 Enter port prior ity ( H / L)〉H を入力します。 

4.6.4 Qu 飢 e We i ght の設定 

QoS Configuration Menu (画面 7) で 、 Priority [ W ] eight を選択すると、 

"Select High or Low queue weight ( H / L )〉" プロンプトが現れます。 

Hi かと Low の queue の割合をここで指定します。 

デフオルトでは Hi か丄 0 W が15:01になっております。 

この Wei ght 設定は、 4. 6. 2もしくは 4. 6. 3で設定したそれぞれの queue の 
割合になります。 

4.7 工場出荷時へ設定を戻す 

Main Menu (画面ので、 [ R]eset to Default を選択すると、今まで設定 
したパラメータを工場出荷時に戻す事が巧能です。 

"Are you sure to reset default setting ( Y / N )〉" プロンプトが 
現れます。設定を戻す場合は 「 Y 」 、キャンセルする場合は 「 N 」 を 
入力します。 
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0 インターネットマンション構築例 

SwitGh - S 16 の VLAN 機能を利巧し、インターネットマンションなど集合住宅における 
セキュリティを考慮したネットワーク構築をすることが巧能です。 

ここで述べるセキュリティとは、ポート間の通信を不可とし、指定した共通なポート 
との間のみ通信できる機能のことを示しています（下図参照）。 



Switch-Si 6( N ) 


Switch-Si 6(2) 


Switch-Si 6(1) 


全室通信可能機器 


(ル-夕やサ-ハ f など) 


上図は、 4.4. 2で説明したインターネットマンションモードのコマンドを実行して 
VLAN の設定をすること[こより実現できる構成です。 

設定を何もしない状態ですと、101号室と102号室との間で通信が相互 I こ巧能です。 

■ 故障かな？と思ったら 

お障かなと思った場合には、まず下記の項目に従って確認してください。 

♦LED 

電源 LED ( PWR ) が点灯しない場合 
•電源コードがはずれていませんか？ 

リンク/送受信/ま度 LED ( LINK / ACT .) が点灯しない場合 
参ケーブルを該当するポート[こ正しく接続していますか？ 

参ケーブル類は適切なものを使巧していますか？ 

参該当ポート[こ接続している機器は 10 BASE - T ，100 BASE-TX 規格に準拠していますか？ 
参オートネゴシエーションで失敗している場合があります。 

本機のポート設定もしくは端末の設定を 10 Mbps 半2重もしくは 100 Mbps 半2重に 
設定してみてください。 

♦通信ができない場合 

全てのポートが通信できない場合、通信が遅い場合 

参機器の通信速度、通信モードが正しく設定されていますか？ 

参この装置を接続しているバックボーンネットワークの使巧効率が高過ぎませんか？ 
バックボーンネットワークからこの装置を分離してみてください。 


13 






圓保証とアフターサービス（よ〈お読み〈ださい） 


1. 保証*について 

保証書はこの取扱説明書にイ寸いています。必ず保証書の『お買上げ曰、販売店(会社） 
名』などの記入をお確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、内容をよくお読 
みの後、大切に保管してください。保証期間はお貢上げの曰より1年間です。 

2. 修理を依頼されるとき 

『故障かな？と思ったら』[こ従って調べていただき、なお異常がある場合は、 

お貢い上げ曰と下記の内容をお貢上げの販売店へご依頼ください。 

♦製品名 Switch - Si 6 ♦製品番号 PN 22160 

♦製品シリアル番号（底面【こ貼イ寸されている定格ラベル上の11巧の番号） 
♦ファームウェアバージョン（個装箱に貼付されているラベル上の Ver . レ: i 下の番号) 
♦異常の状況をできるだけ具体的にお伝えください。 

参保証期間中は、 

保証書の規程 I こ従い修理をさせていただきます。 

お買い上げの販売店まで製品に保証書を添えてご持参ください。 

参保証期間が過ぎているときは、 

診断して修理出来る場合は、ご要望じより有料で修理させていただきます。 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

3. アフターサービス-商品に関するお問い合わせ 

お買い上げの販売店もしくは下記の連絡先にお問い合わせ〈ださい。 

パナソニック電エネットワークス株式会社 

TEL 03-6402-5301 FAX 03-6402-5304 

4. ご購入後の技術的なお問い合わせ 

■ご購入後の按術的なお問い合わせはフリーダイヤルをご利用くださし、。 

フりーダイヤル 

rZmi% r\^ '^r\ つイつ - 7 ^ 0 受付 9 : 30〜12 : 00/13 ; 00〜17 : 00 

IS 1 SJU I I ム ■/ I 之（±.日•ぉ日、ぉょび弊社休日を除く） 

お問い合わせの前に、弊社ホームページにて、サポート内容をご確認ください。 
URLhttp :// 日 roup.panasonic-denko.co.Jp/pewjnw/ 
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無料修理規定 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのを意書に従った使巧状態で保証期間内 
じ故障した場合には、無料修理をさせていただきます。 

(イ）無料修理をご依頼[こなる場合【こは、お買い上げの販売店に商品と 
本書をご持参ご提示いただきお申しつけください。 

(口）お買い上げの販売店に無料修理をご依頼にならない場合には、 
パナソニック電エネットワークス株式会社にご連絡ください。 

2. 保証期間内でも、次の場合には原則として有料にさせていただきます。 

(イ）使巧上の誤りおよび不当な修理や改造による故障および損傷 
(口）お買い上げ後の取イ寸場所の移設、輸送、落下などによる故障および損傷 
(ハ）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変および公害、塩害、ガス害 
(硫化ガスなど）、異常電圧、指定かの使巧電源（電圧、周波数） 
などによる故障および損傷 
(二）本書のご提示がない場合 

(ホ）本書にお買い上げ曰、お客様名の記入のない場合、あるいは字句を 


書き替えられた場合 

3. 本書は日本国内[こおいてのみち効です。 

4. 本書は再発行いたしませんので、大切 I こ保管してくださし 



* お客様 I こご記入いただいた個人情報（保証書控）は、保証期間内の無料修理対応 
およびその後のま全点検活動のために利巧させていただく場合がございますので 
ご了承ください。 


* この保証書は、本書[こ明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約まする 
ものです。従ってこの保証書によって、保証書を発行している者（保証責任者）、 
およびそれが外の事業者に対するお客様の法律上の格利を制限するものではありま 
せんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場合は、お買い上げの販売店 
または、パナソニック電エネットワークス株式会社にお問い合わせください。 



【ご相談窓□における個人情報のお取り扱い】 

パナソニック電工株式会社およびパナソニック電エグループ関係会社似下「当社」）は、お客 
様の個人情報をパナソニック製品に関するご相談対応や修理サービスなどに利巧させていた 
だきます。また、キ斤り返し電話をさせていただくときのために発信番号を通知いただいておりま 
すので、ご 7 承願います。当なは、お客様の個人情報を適切に管理し、修理業務などを委託 
する場合や正当な理由がある場合を除き、第王者に個人情報を開示•提供いたしません。個 
人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡〈ださい。 
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ご販売店様へ※印欄は必ず記入してお渡しください。 
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